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弥
生
時
代
後
期
前
半
の

建
物
を
発
見

～
中
沢
遺
跡
～
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中
沢
遺
跡
は
治
田
西
小
学
校
の
西
側
に
あ
り
、
弥

生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
を
中
心
と
し
た
集
落
で
、
栗

東
市
か
ら
草
津
市
に
ま
た
が
る
遺
跡
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、弥
生
時
代
か
ら
近
世
以
降
の

建
物
跡
や
溝
、柵
列
、土
坑
、井
戸
な
ど
の
遺
構
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。多
く
の
土
器
の
ほ
か
石
器
な
ど
が

出
土
し
、9
月
7
日
に
現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
130
人
の
人
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ

た
掘
立
柱
建
物
は
、
東
西
8
・
9
ｍ
以
上
、
南
北

4
ｍ
以
上
、
面
積
35
・
6
㎡
以
上
の
比
較
的
大
き
な

建
物
で
、
柱
の
痕
跡
は
径
約
25
～
30
㎝
、
深
さ
約
30

～
40
㎝
を
測
り
ま
す
。
柱
の
掘
方
か
ら
出
土
し
た
高

坏
の
破
片
か
ら
建
物
は
弥
生
時
代
後
期
前
半
（
1
世

紀
代
）
以
降
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
建
物

は
、
後
期
前
半
で
は
近
江
最
大
の
規
模
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
建
物
構
造
は
中
期
後
半
の
守
山
市
下
之

郷
遺
跡
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
型
建
物
と
共
通
し
、

後
に
続
く
後
期
中
頃
に
登
場
す
る
守
山
市
（
一
部
栗

東
市
）
伊
勢
遺
跡
の
大
型
建
物
と
は
異
な
り
弥
生
時

代
中
期
の
要
素
を
残
し
た
最
終
末
の
建
物
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
中
沢
遺
跡
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
調
査
の
成

果
か
ら
、
集
落
規
模
は
東
西
約
350
m
、
南
北
約
200
m

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
落
の
中
心
時
期
は
下
之

郷
遺
跡
と
同
時
期
で
あ
り
共
通
点
も
い
く
つ
か
見
ら

れ
ま
す
が
、
中
沢
遺
跡
で
は
後
期
前
半
に
再
び
集
落

が
拡
大
し
中
心
集
落
に
な
る
点
や
、
多
重
の
環
濠
で

は
な
く
1
～
2
条
の
溝
に
よ
り
集
落
を
囲
ん
で
い
た

点
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
弥
生
時
代
後
期
後
半
に

な
る
と
、
集
落
の
中
心
が
伊
勢
遺
跡
や
栗
東
市
下
鈎

遺
跡
に
移
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
成
果
は
弥
生
時

代
後
期
前
半
の
空
白
期
を
埋
め
る
手
掛
か
り
と
な
る

成
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
栗
東
市
出
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
５
日

㈫
か
ら
10
日
㈰
ま
で
秋
の
セ
ン
タ
ー
公
開
を
し
ま

す
。
中
沢
遺
跡
速
報
展
示
を
行
い
、
現
地
説
明
会
後

に
出
土
し
た
遺
物
や
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
出
土
し
た

も
の
を
展
示
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問出土文化財センター　TEL５５3-3359 FAX５５3-3514

掘立柱建物跡

弥生時代の石器（石鏃、石剣、砥石）
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